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おもしろ科学塾のために、場所の提供を頂いた湘南台高校の 

白石校長先生と横浜女性フォーラムの下山さんのお二方から

以下のようなコメントを頂きました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                      
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

写真は、Ｈ１４年５月 ふしぎ発見塾 第２回 

湘南台高校生物室で。 指導員は小野哲夫さん 

  ******************************************** 

◇ 湘南台高校 校長   白 石 明 夫 

******************************************** 

ＮＰＯ法人「おもしろ科学たんけん工房」設立１周年おめ

でとうございます。 

教育改革の流れの中で、市民との連携、地域に開かれた学

校をめざす本校が、地域公開行事「湘南台・科学お楽しみ広

場」を初めて企画した一昨年秋、当時設立準備中だった「お

もしろ科学たんけん工房」さんがさっそく名乗りをあげてく

ださったことを思い出します。それがご縁で、小中学生を対

象に体験学習の場を毎月継続的に作りたいというお申し入

れに対し、そのような目的なら是非とも湘南台高校の教室を

使って頂きたいと、喜んで教室をお貸しすることにしまし

た。 

本校を会場とする親子塾の取り組みも軌道に乗り、順調に

回を重ねておられることを喜ばしく思います。本校主催の

「湘南台・科学お楽しみ広場」も２回目を好評のうちに終え

ることができました。昨年もまたボランティアでご協力いた

だいたことに心から感謝いたします。これらの地道な取り組

みが、子供達の心をつかみ、いつの日かきっと大きな実を結

ぶものと信じます。 

理科教育では単に知識を教え込むだけの授業では不十分

で、実験・観察などの実体験を取り入れて、児童・生徒の興

味と好奇心を引き出すような工夫が大切だと考えています。

特に、好奇心の旺盛な小中学校の時分から興味を喚起し、そ

の継続をはかることがことに重要です。その意味で、これか

らは高等学校も地域社会と密接にかかわり、市民の方々と交

流する中で教育の連携をはかっていかなければならないと

考えています。 

理科ばなれが心配されている昨今、地域に理科好きな

子どもを育てる機会を増やすためにも、「おもしろ科学たん

けん工房」の皆さんの一層のご活躍を期待しています。本校

（２） 

横浜市女性協会との共催になります。 
 戸塚 横浜女性フォーラムで行なう 

２００３年度 おもしろ科学体験塾 
 おもしろ科学たんけん工房では、横浜市女性協会の支援・

助成事業として、横浜女性フォーラムで「おもしろ理科・工

作塾」を 9 回実施してきましたが、来年度は同協会との共催

の形で実施することが決まりました。第 1 回（2002 年度

からの通算で第 10 回目）は、5 月 25 日(日)の開催になり

ます。テーマは「砂糖水で光がまがる？」です。 

引き続き多くの子どもたちと保護者のみなさまのご参加を

お待ちしております。 

◇ 横浜女性フォーラム   

生活工房担当       下 山 洋 子 

 NPO 法人「おもしろ科学たんけん工房」の設立１周年お

めでとうございます。 

 昨年から横浜女性フォーラムで実施している「おもしろ理

科工作塾」も、この 3 月で 9 回を数えます。この企画は、「お

もしろ科学たんけん工房」がフォーラムの「市民活動研究助

成事業」の助成対象となったことから始まりました。この間

の皆さんの熱意あるご活動により順調に回を重ねておられ

ることに、心から敬意を表したいと思います。 

横浜女性フォーラムは戸塚駅近くにあり、今年 9 月に開館

15 周年を迎える横浜市の市民利用施設です。横浜市の条例

の中では「男女共同参画を進めるための拠点施設」と位置付

けられており、年間を通して男女共同参画のためのさまざま

な講座・セミナー等を実施しています。フォーラムが独自に

企画する講座とあわせ、市民の皆さんと連携をとりながらと

もに事業を進めていくことが、これからはますます必要にな

ってくることと思います。 
男女共同参画社会とは、女性も男性も自分の個性や能力を

生かし、互いを尊重しながらいきいきと生きていかれる社会

です。女の子も男の子も自分の興味を大切に成長してほしい

と思います。地域に理科好きな子どもを育てることが、特に

理科が苦手と思いがちな女の子にとっては将来の選択肢を

広げることにつながるかもしれません。また、熱心に地域活

動に取り組まれている男性たちの姿は、男は仕事、女は家庭

と地域という旧来の役割意識を超え、男の子たちにとって新

しいお手本となることでしょう。 

この 5 月からは「おもしろ科学たんけん工房」との連携を

一歩すすめ、年 10 回の「おもしろ科学体験塾ｉｎ戸塚」を

開催するほか、8 月には「ボランティアインストラクター研

修」を共催します。企画内容のよさはもちろんですが、しっ

かりした組織運営で着実に活動を広げておられる皆さんと

ともに事業を行うことができるのはフォーラムにとって有

り難いことです。 

今後のますますのご発展をお祈りします。 
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プロフィール    石橋輝夫さん 

Q 生まれた年と、簡単な略歴を教えてください。 

●Ａ １９３８年生まれ。大学では電気を学ぶが、土木建設関

係の機械メーカーに就職。その後工業用化学薬品（排水処理剤、

製紙用薬剤）メーカーに転職、工場設備担当、工場管理を経て

総務部長を務め、最後に土木工事用化学品の企画 

開発に従事。定年で退職。 

Q たんけん工房に参加するようになったいきさつと、 

  動機を簡単に説明してください。。 

●Ａ 高校の部活ＯＢ会で郷、相川両先輩と会い、この組織を

知り参加させていただいた。 

 Q たんけん工房でやってみたいことはどんなことですか 

   具体的なテーマでも、夢のイメージでも。 

●Ａ 昔、小学生の時に学校の近くの電気屋に立ち寄って、店

主からいろいろ教わったことが今につながっていると思うの

で、子供達にもそういう機会を与えたいとかねて思っていた。

出会った子供が進学したり、就職するときの手伝いまで出来れ

ば、と考えている。 

 

 この欄では、スタッフのプロフィールを紹介してゆき

ます。今回はその第２回 石橋さんと岩瀬さんです。 
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プロフィール     岩瀬宏一さん 

Q 生まれた年と、簡単な略歴を教えてください。 

●A 1940 年生まれ。大学を卒業後、㈱山武に新卒として入

社、定年まで 38 年間技術、品質保証、マーケティングと職場

は変わりましたが一貫して燃焼安全制御に従事しました。 

 

Q たんけん工房に参加するようになったいきさつと、 

  動機を簡単に説明してください。 

●A 合唱仲間の柴田さんに誘われ、少しでもお役に立てば 

と思い参加しました。 

 Q たんけん工房でやってみたいことはどんなことですか 

   具体的なテーマでも、夢のイメージでも。 

●A 具体的テーマはまだ考えていませんが、宇宙の仕組み 

について取り組んでみたいですね。 
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おもしろ科学たんけん工房のホームページができました 

URL =  http://tankenkobo.cool.ne.jp/ 

 

 

写真左 

湘南台高校生物教室で 

牛乳パックで紙スキの 

指導をする石橋さん 

写
真
上 

 

横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
で 

紙
ヒ
コ
ー
キ
作
り
の
指
導 

を
す
る
岩
瀬
さ
ん 

ホームページから、[おもしろ科学体験塾]に申込もできます 

（３） 
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竹とんぼを作って飛䜀そう(１０月２０日)：  

・ 僕䛿今日䛿じめて作りました。思ったより大変でした。ナイフを使う

時䛿とても緊張した。なれれ䜀簡単だったけど最初説明をきいたと

き䛿こわかった。出来てもじくがとれて大変だった。飛䜀す䛾䛿む

ずかしかったけどすぐ出来た。竹とんぼ作り䛾皆さんありがとう。 

紙ヒコーキを作って飛䜀そう（１０月１９日）：  

・  飛行機をつくっておもしろかった。 

・ とても楽しかった。また来たいです。 

・ とてもおもしろかったです。 

・  おじさんが飛行機䛾つくりかたをやさしく教えてくれたからすごくう

れしかった。 

タコ坊主と海坊主䛾浮き沈み（５月１８日） 

・ たこボーズ、いかボーズがしずんだ事が楽しかった。 

・ 海ボーズが砂にうまらなかったけど楽しかった。 

・ 海ぼーずがでてくることがおもしろかった。またブーメランをやる

時また来ます。 

セミ䛾ぬけがら調査(７月２７日) 

・  とってもた䛾しかった䛾で、またやってみたいです。クマゼミをもら

えてうれしい 

・ アブラとミンミン䛾しょっかく䛾見わけかたがわかった 

・ ぬけがら䛿すごくおくぶかいなーと思いました。 

・ セミ䛾ぬけがらをすごくいっ䜁いとれて た䛾しかった 

牛乳パックで紙スキ(１２月１４日) 

・ とても楽しくてこんどまた来たいです。 

・ 学校とちがっておもしろい。 

・ とてもおもしろくて、紙を作るやり方がよくわかったです。 

・ 2 年生でやったときと少しちがうやり方だと思った。 

電気と磁しゃく䛾ふしぎ－モーター作り（７月２０日） 

・ 今日䛾実験をやって、とてもた䛾しかった。またやりたい 

・ 理科と工作が大すきだったから  さんかしてみたらた䛾しかった。

おもしろかった 

・ こ䛾理科䛾おもしろ科学たんけんにまたでたいと思いました 

いろんな電池を作ってみよう(８月３日) 

・ レモンで電池を作る䛾がおもしろかった。 

・  ちょっとびっくりした。こんなに楽しくておもしろいと䛿思わなかっ

た。 

矢
口
晴
夫
さ
ま
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
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れ
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い
つ
も
勉
強
で
の
実
け
ん
の
わ
か
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と

こ
ろ
を
、
や
さ
し
く
先
生
た
ち
が
教
え
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く
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せ
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よ
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ま
す
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家
で
は
で
き
な
い
実
け
ん
も
、
そ
の
楽
し
い

学
校
で
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
楽
し
い
実

け
ん
を
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
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飯
田
翔
馬
（
い
い
だ
し
ょ
う
ま
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松
林
小  

４
年 

ほとんど毎回参加の城塚正平君のお父様から感

想文を頂きました。 

■■■ 感 想 文 ■■■      城塚 正治 

これまでに何度となく「おもしろ理科・工作塾」に小学 5

学年䛾息子と一緒に参加させていただいています。子供

たち䛾理科離れ現象が社会問題として認識されて久しい

ですが、ボランティアベースで開催されるこ䛾教室䛿、こ

䛾理科離れ䛾一因、「理科・数学䛾面白さを教わっていな

いから」に真正面から取り組んだも䛾だと思います。 

本教室に参加する前䛿、私自身仕事で技術者をやっ

ている関係上、教室で出される教材・題材なんて大した

物じゃないだろう？、と侮っていました。ところが出てみる

と、企画されておられるボランティア䛾方々䛾創意・工夫

が素晴らしく、親自身が驚かされ、また感心させられること

が多々ありました。付き添い䛾親䛿教室䛾端っこ䛾方で

参観するだけですが、しかし、こ䛾ような時䛿親自身が実

験に参加したくなります。 

そういうわけで本教室䛾リピーターとなりました。 

もし、いま䛾子供たちがゲームに向けている時間・集中力

を学校䛾勉強そ䛾も䛾、とまで䛿いかなくても、何か自分

で考え工夫することへ向けられたなら䜀、どんなにかす䜀

らしいでしょう。 

物があまりにもブラックボックス化された現在、子供䛾姿

を見ながら夢想する親です。 

保 

護 

者 

の 

声 

（４） 

アンケートに寄せられた子どもたちの声から  （子どもたちと参観した保護者の方々に、毎回アンケートをお願いしています） 


